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はじめに
1878年（明治11年），明治政府は「Japon」（以後，日本）としてフランス・パリにおいて開かれ
た一大イベントであったパリ万国博覧会に参加した。そして，この万国博覧会への日本の参加が，当
時の欧米諸国におけるジャポニスムに大きな影響を与えることとなったことは周知のとおりである。
また，明治政府が参加した他の万国博覧会と同様，この万国博覧会への参加も日本の様々な分野にお
ける近代化に多様な役目を果たしてきたと考えられるが，1873年のウィーン万国博覧会など他の万
国博覧会の参加時に比べて，この万国博覧会に際しては政府による詳細な報告書が残されなかったた
め（1），この万国博覧会への参加の実態に関して検討される機会は極めて少ない（2）。
しかしながら，この万国博覧会が開催された明治初期は，海外による影響を大きく受けながら急激
な日本の近代化が推し進められた時代であり，こうした時期に万国博覧会への参加を通じて日本がど
のような意図をもって参加したのかを明らかにすることは，様々な分野における日本の変化の過程や
欧米諸国に与えた日本の影響などを考える上でも重要な課題であるといえよう。そして，そのことは
社会教育史においても，その例外にはないと考えられる。この時期は，博覧会の開腹博物館，図
書館の設置など，明治政府が国内に対する啓蒙的社会教育施策を積極的に行った社会教育の萌芽期に
あった。万国博覧会への参加もこうした流れの中で取り組まれた国家的事業である。さらに，この萌
芽期においても特に1878年は，日本で最初の博物館として誕生した文部省博物館が，民衆啓蒙を直
接の目的とする性格を徐々に弱めて教育博物館（1877年）へと転身したり，殖産興業のための知識，
工芸の普及のために上野で第一回内国勧業博覧会（1877年）が開催されるなど，徐々に変化が現れ
始めた時期でもあった（3）。ゆえに，この万国博覧会への参加の実態を明らかにすることは，その後
の日本の社会教育の源流となった萌芽期の実相を知る上での一つの手がかりとなり得ると考えられ
る。
本稿では，こうした検討の一環として，1878年パリ万国博覧会の参加の際に日本が行った「実演」
に着目し，その実態と期待された役割についての検討を試みたい。
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1．日本の万国博覧会観と「実演」
19世紀後半に欧米諸国において開催された万国博覧会では，各国の様々な思惑の下，各国風の建
造物の建設や庭園，レストランなどの開設といった様々な演出による展示がなされた。そして，日本
の参加においてもその例外ではなく，万国博覧会の機会を利用して様々な「実演」の試みによる演出
を行ってきた。ここでは，日本の万国博覧会観を確認しつつ，万国博覧会への日本の参加の歴史を，
「実演」の試みを中心に振り返ってみたい。
日本が初めて万国博覧会と関わりを持つのは1862年のことである。幕政下にあった日本は，この
年，ロンドンのケンジントン・ガーデンで行われたロンドン万国博覧会に竹内下野守一行を派遣し
た。その際に渡英した随行者が様々な記録を残し，万国博覧会という場がどのような場であるのかと
いうことを報告している。例えば，その随行者の一人であった淵辺徳蔵は『欧行日記』で次のように
述べている。
此展観の企は各園の産物を博覧するを名として宇内の商貢来合し自国の誇るへき産物製造品器械
等を衆人に見せ多く国産の輪を得利を招くの為れハ此場に品物を出すにも多分の税出し又遠海運
送の費も不厭して偏に囲産を各国人に知らしむるを主とす是を以て精選の品を持ち出し若観るも
の直二買求んとするあれハ多く貢求んとするあれば貢ることを悦ふ也場を開くものも多く産物を
出せハ税を得ること多く就ては親者も又多き故に見料も多分こ拘りその上に買ひ求るものあれハ
皆其債に従て税を得る故に互に利を得るなり
（『欧行日記』（『遣外債節日記纂集二』所収P50）
また，同じく随行者であった福沢諭吉は『西航記』の中で万国博覧会とは「某国の製作品，新澄明
の器械等を集め，諸人に示す為め設る者」であり，「買ほんと欲れば，直ちに展観場内の物は得べか
らざれども，其物を製する者の所より定価を以て買取る」ものであると報告している。つまり，彼ら
の報告からは①各国が誇る器械や産品を展示する場であり，②売買のきっかけを与える見本市のよう
な場であると万国博覧会を認識していたということが明らかになり，これらが日本の万国博覧会観の
土台となったと考えられる。
そして，この万国博覧会観は，さらに国内において広められていく。1866年に福沢諭吉は渡英時
の日記をもとに『西洋事情』を出版し，次のように博覧会を定義している。
西洋の大都合には，数年毎に産物の大倉を設け，世界中に布告して各々其園の名産，便利の器械，
古物奇物を集め，萬国の人に示すことあり。…（中略）…諸人之を額て貫はんと欲すれば，直に
博覧場の物は得べからざれども，之を産し之を製する所より定借を以て買取るべし。又博覧合の
終に至れば，合に出したる品物も入札の貢買いあり。‥・（中略）＝㌧各国古今の品物を見れば，其
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園の沿革風俗，人物の知愚をも察知す可きが故に，愚者は自ら励み知者は自ら戒め，以て世の文
明を助くること少なからずと云う。　　　　　　　　（『西洋事情』初篇巻之壱「博覧曾」P312）
また，1874年には，この『西洋事情』を基に繰生寛が戯作『万国航海　西洋道中膝栗毛』の中で
ロンドン万国博覧会を措いており，この万国博覧会観はさらに広く広まっていったと推察される。
日本が実際に出品を行うのは1867年のパリ万国博覧会からのことである。幕府とその呼びかけに
応じた民間，その他に薩摩藩と佐賀藩が独自に出品したこの万国博覧会は，日本が初めて出品した万
国博覧会であったと同時に，万国博覧会において日本が初めて「実演」を行った万国博覧会でもあっ
た。幕府はシャンドマルスの展示場のほかに，公園内に総檜造りの日本風の家屋を建設し，茶店を設
けた。これは民間人として参加した江戸の商人瑞穂屋卯三郎による企画であったといわれており，柳
橋松葉屋の芸者のかね，すみ，さとが煙草を喫んだり，手鞠をついたり，独楽を回したり，茶を煎じ
るなどの実演を行った。
このように日本風の家屋を万博会場に設けるという趣向はその後も継承されていく。1873年，明
治政府として初めて参加したウィーン万国博覧会においては，日本から資材を持ち込み，日本から派
遣された松尾伊兵衛ら大工の設計により神社と日本庭園が設けられた。これは，入口に鳥居を設け，
数寄屋風の茶店を配し，奥に流れ遣りの神社を建てたものであった（4）。万国博覧会最終日にはここ
を会場にショーも行われたらしい（5）。そして，この万国博覧会では多数の報告書が編まれ，万国博
覧会参加の意義についても次のように記録している。
博覧合は，各国の人民，其囲自然の産物をも，おのか工業にてつくり出したる物をも，持ち寄り，
おのれか物は，諸人にそのよきを知らせて，後々買ふもの多くなり，其業をいよいよ繁昌にする
鳥にもし，他より出たる物を見て，おのれか重責となるものあらは，これを買い入れ，便利を増
し，新貴明を見習ひて，おのれおのれの工業の助けとなる鳥にもし，（後略）
（「博覧合の事」『填国博覧合筆記』『明治文化全集　第12巻』所収p．154）
また，この万国博覧会を訪れた岩倉使節団の記録である『米欧回覧実記』にも次のように記されて
いる。
博覧曾ハ，「エキスピション」トテ，囲国ヨリ物産ヲ持集リテ，一枝樹ノ内二列シ，之ヲ衆人二
親セテ，各地人民ノ生意，土宜，工聾，及ヒ嗜好譜風習ヲ知ラシメ，一ハ持集りタル凡人，己ノ
物品ヲ衆見二供シテ，其貢買ノ聾替ヲ廣メ，永久ノ利益ヲ計ルニ便ニシ，一ハ他人ノ持集リシ物
品ヲ観テ，己ノ及ハサル所以ヲシリ今より工夫スへキ要ヲ考へ，諸方ノ嗜好二従ヒ，更二我生意
ヲ廣クスル，日的ヲ達スヘシ，井セテ名士ノ高評ヲ乞ヒ，其注意ヲ受ケ，益其進歩ヲナス津えヲ
求ムルニ便ニス，故二貿易ヲ盛ンニシ，製作ヲ励マシ，知見ヲ衆二廣ムルニハ，切要ナル合場こ
200　　　　　日本の万国博覧会参加における「実演」とその役割に関する一考察（樋口）
テ，囲民ノ治安，富強ノ媒助トナス設ケナリ
（「萬囲博覧合見聞ノ記上」『特命全権大便　米欧回覧実記』太政官記録掛蔵版　博聞社　第八十二
巻　p．2）
つまり，これまでの万国博覧会観が確認されたと同時に，参加の重要性が改めて認識されることと
なったのである。また，この万国博覧会に際しては24人の技術伝習生が派遣され，万国博覧会の③
学習の場としての側面も強く意識されるようになった。
日本風家屋の建築の試みは，本稿で取り上げる1878年のパリ万国博覧会の二年前に行われた1876
年フィラデルフィア万国博覧会においても行われている。この万国博覧会では茅葺きの旅館風の建物
や数寄屋風の建物，日本庭園などが設けられた。数奇屋風の建物は北面の壁をつくらず，庭から中を
眺められるようになっており，報道図版には，室内にいる着物を着た女性達を見物客が眺める様子が
残されている。
このように，日本は万国博覧会を①各国が誇る器械や産品を展示する場②売買のきっかけを与える
見本市のような場③学習の場と認識していたこと，日本にとって初めての参加となった1867年のパ
リ万国博覧会以降，万国博覧会参加に際して日本は何らかの日本風の家屋の建築および「実演」など
の演出を行っていたことが確認される。
2．1878年パリ万国博覧会における「実演」一日本の家屋と庭
では，1878年パリ万国博覧会に際しては，日本による「実演」による演出は具体的にどのように
行われたのだろうか。この万国博覧会においても他の万国博覧会の際と同様，様々な形でこうした試
みがなされたと考えられる。ここでは，1878年パリ万国博覧会における「実演」の試みの例として，
トロカデロ会場に建造された日本の家屋と日本庭園に注目し，日本の「実演」の実態について述べて
みたい。
先述のとおり，日本はシャンドマルスの日本展示場のほかにトロカデロ会場に日本式の農家と庭を
建設しているが，日本の公式報告書である『備蘭西巴里府萬囲大博覧合報告書』（以下『報告書』）に
よれば，その会場は次のような様子であった。
「トロカデロ」園中我力区分ノ贋サハ凡ソ千呼鈴ニシテ囲形ナリ位地ハ「トロカデロ」ヨリ「シャ
ンドマルス」ニ至ル正面路ノ右二在リテ観客ノ最モ多ク来往く経過スル所ヲ占ム表門ハ正面路二
向ヒ其製亦囲風ノ内庭門二傲フ高サ八尺幅一丈丙扉ノ大サハ各四尺五寸左右ノ丙柱ニハ刻ムニ梅
竹ノ童ヲ以テシ中央ノ開扉ト左右ノ小扉トモ上下二蘭竹州花ノ彫刻アリテ中心ニハ四ツ目こ黒檀
ヲ恢メ扉頭ニハ鶏ノ牝牡を刻ミテ左右ニオク（中略）中央ニハ国風ノ小茶室ヲ築キ室内二銅，陶，
漆器及ヒ蒔槍ノ小書棚，花鳥ノ劃占，盆栽等ヲ散置シ来客アレハ此室二延ヒテ我茶菓ヲ供セリ
（「列品場之事」『傭蘭西巴里府萬囲大博覧合報告書　第二篇　日本部』p．2）
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ここで留意すべきことは，この「国風」の建造物に団扇や陶磁器が飾られた茶室が設けられ，来客
をもてなしていたという事実である。『報告書』によれば，この茶室は三井物産株式会社によるもの
で，日本から持ち込んだ木材で日本から派遣された職工によって建造されたものであったようである
が，その様子は，欧米側に残された出版物等の図版，記述（6）にも確認することができる。数種類の
日本の茶室の様子を措いた報道版画が欧米側の出版物等に残されているが，これらからは，団扇や陶
磁器などの置物に囲まれて日本人と思われる和服姿の男性と洋装のひげのある男性の二人（7）が茶を
点てるなどの「実演」を行っていたことが読み取れる。また，週刊新聞“L’EXPOSrnONDEPARIS”
にも，この茶室の様子を次のように記している。
Lebarimentprincipal，dontl’acc芭sestinterditaupublic，Of丘・ed’abordunepi芭cecommune，SeVant
desalleAmangereto缶1epropri6taireinvitesesh6tesAprendreleth色，aCCrOupisou6tendus
surd’dpaistapisindigとnessice－SOntdescompatriotes，dans－1’attitudequ’ils－pr6f＆entsIilssont
Europeens，tandisquelui－memeeStVetuA1ajaponaiseoul’europeenne，Selonledegr芭deson
humeurprogressiste．Lesparoisdecettepiとcesontcouvertesderavonscharg6sdeporcelaineset
d’ceuvresd’artdelaplusgrandevaridt6，m芭medansl’age，dontplusieurs，etdesplusriches，appar－
tiennentaucommissaireg6ndralduJapon，M．Ma6da－Massana
つまり，この農家に設けられた茶室は，建造物としての展示のほかに，日本の産品である団扇や陶
磁器などの日本の工芸品の展示と「実演」のための舞台装置として利用されていたのであると考えら
れる。
また，この茶室を持つ建造物の周囲に作られた庭についても同様であった。この庭にはところどこ
ろに花壇を作り，日本から持ち込んだ草木，穀物，野菜などを植え，木製の壇には盆栽が並べられ，
水田もつくられた。また，日本からの出品でもある鶏や家鴨も放たれていたが，この庭もやはり日本
から出品したこれらの産品を「実演」でもって展示するための装置であったといえるだろう。
そして，さらに欧米側の報道図版などの出版物がその様子を多数記録しているということからも明
らかなように，こうした「実演」の舞台が欧米側の人々に公開される状況にあった（8）という事実も
興味深い。
3．前田正名の自叙伝にみる「実演」の意図
では，こうした「実演」による演出を通して，日本は何を演出しようとしていたのだろうか。1878
年パリ万国博覧会において行われたこうした「実演」がどのような考えの下に行われたのかを具体的
に知るために，1878年パリ万国博覧会において事務官長という立場で出品を取り仕切った前田正名
の自叙伝を通して，その試みの意図とその意図の背後にある万博参加当事者の思いを浮き彫りにして
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みたい。
3－1　前田正名と「実演」の試み
前田正名の自叙伝の記述を辿ると，前田は日本の出品の中でも特に二つの分野に力を入れていたこ
とがわかる。
‾つは工芸品である。日本で出品準備に奔走する際，前田は「今回の博覧合は一時の博覧合其の物
に非ずして永遠の店開きなるを主唱し，日本の美術工芸の古器物売買を本業とすることの址辱なるを
諭し」（9），また，「我が美術工芸は殆ど玩具に属して実用に適せざれば，欧米の実用に適する美術工
芸を振作することに努力」（10）した0そのことからも明らかなように，彼は「古器物」として趣味の
領域で導入されていることに嫌悪感を示し，これらが欧米において日常の「実用品」として導入され，
将来の日本の輸出品としての市場が開拓されることを目指し，前田はトロカデロ会場の日本家屋や日
本の展示場において将寒の産品としての工芸品の紹介に力を注いだのである－。一
二つ目は日本の植物を紹介することである。先述のとおり，日本はトロカデロに日本庭園を造った
が，「第9大区　園芸」部門の日本の出品として，そこに日本から持ち込んだ植物を移植した。前田
はこの部門に一人の出品人として「英樹蒐集」を出品し，金牌を受賞している（11）。この出品は，彼
が‾時帰国時に育種場長を務めた三田育種場で育てたものでもあり，彼は自ら日本より内山平八ら園
蛮農夫を23人連れてきて移植するほど力を入れた。つまり，三田育種場の開場式での前田の挨拶（12）
にも表れているように，前田は，優れている日本の農業，特に日本の樹木等の植物は欧米の日常生活
にも受け入れられる可能性があり，将来の日本の新たな輸出品となり得る「産品」であると捉えてい
たため，その道を開く第一歩としてこれらの紹介に力を注いだのであると思われる。
そして，前田が力を注いだこれら二つの分野の紹介にあたっては，日本がトロカデロ会場に設けた
日本家屋および庭がその紹介の舞台となったことに注目したい。つまり，日本の将来の産品となるこ
とを意図して出品されたこれらの品々は，シャンドマルスにおける日本展示場に陳列されるだけでは
なく・トロカデロ会場に設けられた日本家屋および庭で実際に「実演」により展示されており，これ
らの「実演」によってその用法を具体的に示すことがその主眼となっていたと考えられる。
このことは，前田が工芸品を用いて『ヤマト』（13）と題する演劇の上演を行ったという事実でも裏
付けられる（14）0この演劇は，前田自身が忠臣蔵をもとにフランス語で脚本を執筆し，フランス人の
俳優によって演じられたものであったが，脚本中には団扇などの小道具の使い方や舞台上に配置する
屏風等の小道具についても詳細な指示がなされている。そして，さらにこの演劇の上演のH的につい
て，「自叙伝」で次のように述べている。
正名は更に一工夫を案出し，博覧合に於いて芝居を開演せり。その目的は第1に日本及び日本国
民の魂を知らしめ，第2に日本の器物，着物，屏風の用法を知らしまえんが為めなり。
（「前田正名目叙停」（『社会及国家』252号・253号所収1937年））
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芸題は忠臣蔵なりLが，これは卿か考ふる所あり，第1には神仏を尊ぶ所以を知らしめ，宗教を知
らしめ，忠孝の大義を知らしめ，囲恩に報ゆることを知らしめ，第2には磋儀，愛情，信義を知らし
めんが為めなり。更に屏風は意匠の用法を知らしめ着物は意匠の世界無比なるを知らしめ，花瓶は挿
花の法を知らしめんとせるが，この目的に対して忠臣蔵を選びしなり。
（「前田正名目叙俸」（『社会及国家』252号・253号所収1937年））
つまり，やはりこの演劇の上演も「実演」を通して将来の産品の用法を紹介することがその目的の
一つとなっており，これもトロカデロ会場の日本家屋と庭における「実演」と同じ試みであったとい
えるだろう。
3－2「実演」の意図と前田正名の思い
では，こうした彼の試みの根底には彼の－どのような思いがあったのであろうか。前田は万国博覧会
の事務官長として派遣される前に，日本代理公使兼総領事コント・モンブランの随行員として渡仏
し，7年間フランスに滞在していた。その時を振り返って彼は自叙伝の中で次のように述べている。
明治初年洋行して，正名が十年間最も苦心せる所は，金にあらず，言葉にあらず，不自由に非
ず，病気に非ずして，日本を恥かしめらるることなりき。日本には宗教もなく，野蛮なり，日本
は支那の属国なりなどとは，朝夕欧州人の口に絶えず，これ実に正名の非常に心苦しく思ひし所
なり（15）。
つまり，彼にとっての1878年パリ万国博覧会参加は，万国博覧会参加前の滞仏経験を通じて，日
本が「野蛮」であり，「支那の属国」であると捉えられていることに反発する思いを抱えての参加に
なったと推察される。
一方で，彼には別の思いもあったと思われる。滞仏中の7年間，前田はユジューヌ・チッスランか
らフランスの行政や農業経済について学び，同時に，「在来工業を重視し，地方産業の振興に力を注
ぐ」という生涯を通して貫いた彼の思想の基盤を築いていった時期でもあった。こうした状況で臨ん
だ1878年のパリ万国博覧会は，彼にとって，彼自身の思想の実現に向けて冒本の在来の産品を欧米
社会に根付かせて日本の将来の販路を開くための欧米社会に対する宣伝の機会として絶好の場であっ
たと考えられる。そして，そのアプローチ法の一つとして，彼は万国博覧会会場における「実演」を
行い，具体的にその産品の用法を欧米社会に知らしめようとしたのであろう。
前述のとおり，前田は1878年のパリ万国博覧会において，工芸品の紹介と日本の植物の紹介に特
に力を注いだ。そして，それらは万国博覧会会場において「実演」という形で欧米社会に公開された
が，その「実演」の試みの背後には，ひとりの日本の万国博覧会参加当事者である前田正名自身のこ
うした二つの思いが投影されたものであったと言えるだろう。
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おわりに
1878年パリ万国博覧会においては，トロカデロ会場内に設けられた日本家屋および庭において「実
演」によって具体的に日本の物品を示すという試みが行われた0これらの「実演」を通して，日本が
演出しようとしたものは何であったのだろうか。
もちろん，既に指摘したように，このような日本風の建造物を建築するという試みは過去の万国博
覧会でも行われている。しかし，例えば1873年のウィーン万国博覧会において日本が建造したのは
鳥居や神殿であった。また，1867年のパリ万国博覧会では茶店が設けられたが，三人の日本女性が
茶で接待すること自体がその目的であった0一方で1878年のこの万国博覧会では日本の日常を示す
家屋と庭が設けられたことにその特徴があが16）。つまり，そこに設けられた茶室も庭も，その主眼
となっていたのは，工芸品などの日本の品々が日常にどのように使われるものであるのかといった用
法を示すことであった0一そして，この万国博覧会を取り一仕切った前田正名の自叙伝をからは，その根
底に日本を「野蛮」であり，「支那の属国」であると捉える欧米社会への反発と在来工業を重視し地
方産業の振興を行うという彼自身の思想を実現するためのひとつのアプローチ法としたいという思い
があったことがうかがえる0つまり言い換えれば，こうした万国博覧会における「実演」の試みは，
日本の産品の用法を正しく理解させ，日本に対する「誤解」を正して日本の地位を高めるという，西
欧社会に対してのある種の教育的効果を狙っていたといえるのではないだろうか。
このことは，先に考察した日本の万国博覧会観からも裏付けられるだろう。日本にとって万国博覧
会は売買のきっかけを与える見本市のような場であり，自国が誇る産品を展示する場であるという認
識から，万国博覧会はそれらを実現するための手段であると捉え，「実演」による演出という方策が
とられたと考えられる。
1878年パリ万国博覧会において「実演」に熱心に取り組んだ前田正名は，その後，官僚として農
商務次官となり，その生涯を通して地方在来産業の保護・振興に尽力し，教育行政とは特別な関わり
をもつことのなかった人物である。よって，万国博覧会参加時に行った「実演」に対して，教育の一
つとして「実演」を行うというはっきりとした意識が彼自身にあったとは思われない。しかしながら，
冒頭で述べたように，この万国博覧会が開催された時代を顧みると，社会教育の歴史上1878年と
いう年は国内に対する社会教育の萌芽期にあり，その性格を徐々に変化させながら，博覧会，博物館，
図書館など様々な社会教育の機会が生まれていった時代であった。このことを鑑みると，こうした時
代の雰囲気の中で，海外における万国博覧会への参加に際しても，自ずとその教育的側面が意識され，
その手段の一つとしての「実演」が対外的な教育的役書瞳果たすことを期待して行われたと捉えるこ
ともできるのではないだろうか。
今後は，欧米側の資料の分析を通じて，こうした「実演」が実際にどのような教育的役割を果たし
たのか，具体的事例を元に，その実態を分析し，その効果の実態を検証することが求められる。稿を
改めて分析することとしたい。
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注（1）「本局経費金格別減省随テ事務官モ人数少ナニ付如編述多項二捗り候テハ却テ完全ヲ得サルノ掛念有」とい
う理由で「傭囲博覧曾二関スル報告書編輯ハ多項二渉ラサルヲ要ス」旨の内務省上申がなされている。（『太
政類典』第二編　第百七十三巻　明治10年9月19日）
（2）1878年パリ万国博覧会への日本の参加について分析したものには，岩壁義光「明治十一年パリ万国博覧会
と日本の参同」（『神奈川県立博物館研究報告書　人文科学』121985年），岩壁義光「谷謹一郎と巴里万国
博覧会」（『法政史学』371985年），中川浩一「パリ万国博（1878年）の影響を考える」（『仏蘭西学研究』
91979年）などがある。
（3）国立教育研究所『日本近代教育百年史　第7巻　社会教育I』文唱堂1974年
（4）井上章一「日本館のエキゾチスム」吉田光邦編『図説　万国博覧会史』p．158
（5）日没に障子を閉め，数百の球灯を吊るし，舞い，三味線をひき，謡う三人の影を投影するという演出を行っ
た。（橋爪紳也「日本に博覧会がやってきた」『別冊太陽　日本の博覧会』p．5）
（6）欧米側の資料において多くの場合，この日本家屋は「農家」「田舎家」などと記され，日本の地方の家屋で
あることが説明されている。
（7）この2人の人物をめぐって，大島清次は「3人のフランス人報道家の手になる顔立ちは，三人三様で，そ
れぞれちがった人物的特徴を記録しているが，同一人物の三人の画家による捉え方のちがいがそうさせてい
ると考えてよさそうである。かなり容貌のうえで特徴があり，この人物の特定も興味ある問題であろう。」
（『ジャポニスム』p．120）と述べている。根拠が不十分で確定することはできないが，これに対して筆者は次
の人物の可能性を推測した。和装の人物については田中幸次郎であると推測する。田中幸次郎は『備蘭西巴
里府萬囲大博覧曾報告書』に三井物産会社から出品人として渡航したと記されている人物であるが，どのよ
うな役割をする人物であったかについての記述はない。ただし，フランスの新聞“L，i11ustration”紙の1878年
6月29日号の報道図版に‘Lacuisinerjaponais（日本の料理人）’と紹介されており，彼の名を‘Tanaga’とし
て，彼の容姿や元大名の料理人で各国で茶を売っているという経歴が紹介されている。もしこの‘Tanaga’が
「田中」であったとすれば，この茶室は三井物産が中心となってつくられたことから彼の可能性が考えられる。
また，その容姿と，日本での出品準備の段階から三井物産と深い関係があった事や週刊新聞の日本の農家を
説明した記事の中に壁を覆っている棚の所有はM．Ma6da－Massanaであると述べ，彼の経歴が紹介されてい
る事，実演に熱心であったその姿勢から，洋装の人物は前田正名であったのではないか。
（8）“L’ExpositiondePariS”の記述によれば，日本家屋については，一般の人々の入場が禁止されていたようで
ある。ただ，この日本家屋の様子については多数の報道図版や報告記事が残されており公開が行われていた
ことは確認できる。また言い換えれば，これらの資料を通して一般に公開されたとも言える。
（9）「前田正名目叙博」『社会及国家』252号・253号1937年　pp．99－100
80）「前田正名目叙博」『社会及国家』252号・253号1937年　p．100
的『明治十一年債国博覧曾出品目録』p．90
仕勿「私は明治2年からフランスに行って外国の農業を調査してきましたが，日本農業は決して海外に劣ってい
ないのであります。しかし，日本人が農業といえば五穀や憮菜ばかりと考えているところに問題があるよう
です。外国で農業といえば，果樹・草花の栽培から木材の製造・牧畜までが含まれています。また，日本の
農業は，毎年同じことばかり繰返していて，田地を改良することや，荒地を開くことなど，すすんで農業の
発展をはかることをしないため，いつまでも貧乏であり，思いがけない災害に見舞われると，たちまち田地
を失ってしまうことになります。これからの農業は，日本の国内のことばかり考えていないで，外国人の好
む飲食物・衣服・器物などに用いられる農産物をつくって，売る出すようにしなければなりません。」
（「日本勧農事蹟輯録」（『日本人物史大系　5巻』所収1960年pp．297－Pp．298））
的　帰国の翌年，1880年7月に，フランス語から日本語の脚本に翻訳し直し，『日本美談（やまとものがたり）』
と題して日本で出版した。
㈹「博覧合に於いて芝居を開演せり。」と自叙伝にあるため，博覧会中に上演されたものという見方ができる。
しかし，具体的な上演会場や興行日程など詳細は不明であり，また，博覧会中に上演したの記述は『報告書』
206　　　　　日本の万国博覧会参加における「実演」とその役割に関する一考察（樋口）
などの公式記録に見られないことから，その真相については若干の疑問が残る。ただし，万国博覧会終了後
にも上演したということは『日本美談』（明治13年7月刊　帰国後日本語に翻訳し出版した台本），『朝野新聞』
1879年5月10日などの記述から確認できる。
個「前田正名目叙博」『社会及国家』252号・253号1937年　p．101
個1878年パリ万国博覧会の日本の家屋なども同種の試みであると思われる。しかし，1878年パリ万国博覧会
では，この茶室がメインになっていたことから，より強調されていたと言えるだろう。
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